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1. はじめに

1.1. 本仕様書の目的

本仕様書では、APSの概念を個々の製造業においてITのしくみとして実装する場合の基本的な枠組みと、そのために不可欠となる仕様を定めています。本仕様書で定めているシステムの基本構造は、従来のシステム開発で行っていた構造とは異なり、これからの製造業が取り入れるべき新しい情報システムアーキテクチャの形態を具体的に示すものです。PSLXでは、APSを実現するためには、ここで定める情報システムアーキテクチャが必要不可欠であると考えています。

1.2. 対象とする読者

PSLX技術仕様書は以下の読者を対象としています。

製造業のIT担当のマネージャー、製造業のIT部門の技術スタッフ、製造業のIT戦略に関するコンサルタント、生産管理のコンサルタント、SI企業のマネージャー、SI企業の技術スタッフ、ソフトウェアパッケージベンダーのマネージャー、ソフトウェアパッケージベンダーの技術スタッフ、製造マネジメント分野の研究者

1.3. 仕様書の構成

本仕様書の構成は以下のようになっています。2章では、APSが全体としてもつべき機能を定義します。ここでは、まずAPSと外部との情報のやりとりを明らかにし、それらの情報交換に対応したAPS側のユースケースを列挙します。3章では、APSの情報システムとしての外部仕様を明らかにするために、外部とのインタフェースを規定します。4章では、実際にAPSを実現するためのしくみとして、APSエージェントの仕様を定めます。そして、5章では、その中で、プランニングやスケジューリングといったAPSで重要な機能についてさらに詳細な仕様を示します。

1.4. 仕様の拡張について

本仕様書で規定しているインタフェースは、個々の製造業で具体的に実装する際にAPSがもつすべてのインタフェースを網羅していません。本仕様書は、ここで規定しているインタフェース以外のものを追加することを制限するものではありません。また、ここで規定しているすべてのインタフェースを実装することが、APSの必要条件ではありません。

ただし、本仕様書で規定している、プランニングエージェント、スケジューリングエージェント、そして連携管理エージェントがもつべきインタフェースについては、削除することはできません。エージェントの機能を拡張する場合には、これらのインタフェースに対するサブクラスとして拡張するか、機能が重複しない範囲で別途のインタフェースを追加することができます。

2. APSの全体構成
2.1. APSのスコープと境界

APSは、図１に示すように、顧客からサプライヤへのデマンド／サプライチェーンと、設計から製造にいたるのエンジニアリングチェーンとの接点に位置付けられます。






図1　APSのスコープ

図１における、設計、APS、製造、そして顧客のAPS、サプライヤのAPSを、それぞれビジネスコンポーネントと呼ぶことにします。APSを定義するためには、まず、これらのビジネスコンポーネントとの間での相互作用を、要求およびそれにたいする機能として整理することが重要です。

2.2. 外部コンポーネントとの情報交換

まず、APSと外部のビジネスコンポーネントとの間で行われている情報の流れを整理します。以下に顧客との間での情報交換、設計との間での情報交換、そして、製造との間での情報交換について、具体的に項目を挙げてその内容を確認します。

· 顧客との間での情報交換

APSとビジネスコンポーネントとの関係として、まず顧客との情報交換の内容について整理します。サプライヤとの間での情報交換は、顧客との情報交換を、そのまま立場を変えて置き換えたものと考えてよいため、本章では省略しています。

●見積情報（顧客＜＝APS）

見積情報とは、顧客からの“見積要求”に対して、該当製品の品番、納期、生産可能数量、そして価格などを回答したものです。

●内示情報（顧客＝＞APS）

内示情報とは、正式な注文ではなく、近い将来に注文されるであろう内容を、事前に顧客から送られてくる情報です。

●注文情報（顧客＝＞APS）

これは、顧客からの注文内容を表す情報です。注文が送られた場合には、APSは通常受諾、保留、拒否等の回答を行います。また、すでに出された注文に対して、変更や取消といった情報も、顧客からAPSに送られることがあります。注文情報の中には、必要な仕様がすべて決定されていない場合があります。

●仕様情報（顧客＝＞APS）

注文情報の中で、その製品の仕様の具体的な内容については、別途、顧客からAPSに情報が送られる場合があります。仕様情報はこのような、顧客が注文する製品に対する仕様情報のことです。仕様情報が送られるのは、内示注文の場合も、確定した注文の場合にもあります。仕様情報を催促するための“仕様催促”という情報は、逆にAPSから顧客に対して送られます。

●納期情報（顧客＜＝APS）

内示注文や確定注文など、顧客からの注文に対して、納期に関する情報がこの納期情報です。。“納期照会”への回答としてAPSから顧客へ送られる場合が多いです。納期情報の中には、単に納期の予測値を通知する場合以外に、“納期確約”というその納期を約束するという場合に用いられることもあります。

●クレーム（顧客＝＞APS）

顧客が製品を受け取った後に、何らかの不具合が発生した場合に、顧客からAPSに対して送られる情報です。クレームに対しては、“クレーム回答”という何らかの対応をAPSから顧客に対して行わなければなりません。

●出荷通知（顧客＜＝APS）

確定注文に対して、その製品を出荷することを通知するための情報です。この情報を顧客が受け取ることで、受入の準備を事前に行うことができます。

●受領通知（顧客＝＞APS）

製品を顧客に納品した結果、その内容や数量等に間違いがないことを証明するための情報です。この情報は、納品時、または納品後に顧客からAPSに対して送られます。また、この情報は、後の決済処理のためにも利用されます。

●製品情報（顧客＜＝APS）

扱っている製品に対する情報を、顧客からの注文に先立って送ったものです。新製品情報、製品の製造中止情報や、それぞれの製品の詳細な仕様および価格情報などが該当します。この情報は、APS側の意思で顧客に送る場合と、顧客からの問合せに応答する形で送る場合があります。

●在庫情報（顧客＜＝APS）

扱っている製品の在庫状況を、顧客に提示するための情報です。この情報を開示することで、顧客は短納期で納品可能な製品を判断することが可能となります。通常、顧客からの“在庫照会”情報に対応する形で、この在庫情報を顧客に提示します。

●計画情報（顧客＜＝APS）

在庫情報の開示をさらに進めた形で、完成品以外の近い将来に完成予定となる製品数が分かるように、スケジュールをも開示するものです。ただし、これは密接な協力企業間においてのみ行われるケースといえます。APSから顧客に対して、定期的に計画を送信する場合と、顧客からの要求に応じて必要箇所を提示する場合があります。

●生産座席（顧客＜＝APS）

計画情報を開示せずに、将来の完成品在庫の数量を伝える手段として、この生産座席という情報を顧客に提示します。生産座席は、それぞれのタイムバケットで完成する製品数のみを表しており、その内部のスケジュール情報は隠蔽されています。

●在庫情報（顧客＝＞APS）

顧客の資材倉庫にある在庫を、APSに対して開示したものがこの在庫情報です。顧客にある自社製品の在庫を見ることで、顧客からの注文のタイミングや量がある程度予測可能となります。

●計画情報（顧客＝＞APS）

顧客の在庫情報の開示をさらに進めた形として、顧客の生産計画あるいはスケジューリング情報を、APSに開示するものです。これにより、顧客の将来の注文を、非常に精度高く予測することが可能となります。なお、内示情報は、この計画情報の開示の一形態といえます。

●需要情報（顧客＝＞APS）

顧客の生産計画には反映されない未来の計画、あるいは顧客が独自に作成した販売計画や需要予測に関する情報を、顧客からAPSへ提示したものです。CPFR(Collaborative Planning, Forecasting and Reprenishment)における情報共有では、この需要情報の提示が行われているといえます。

· 設計との間での情報交換

続いて、APSとビジネスコンポーネントとの関係として、APSと設計部門との情報交換の内容について整理します。

●製造方法（設計＝＞APS）

個々の製品をどのような設備でどのような条件で生産するかについての情報です。個々の生産に関する細かな制約や、品質のための評価指標も与えます。APSにとっては、マスター情報となります。

●生産設備情報（設計＝＞APS）

製品を生産するためにどの設備を利用しなければならないかについての情報です。代替設備に関する情報などが含まれます。

●製造工数（設計＝＞APS）

個々の生産工程ごとに、製品の仕様に応じて工数がどれだけ必要であるかに関する情報です。

●設計情報（設計＝＞APS）

製品や部品の構成情報、仕様情報、そして図面情報など、設計に関する情報です。製品構成情報をもとに、APSでは製造BOMを管理し、必要に応じて修正します。多くの情報は、製造現場へ直接送られます。設計変更の時などは、この設計情報が、製造現場に届けられていなければなりません。

●品質情報（設計＜＝APS）

生産を行った結果、不具合や改良点などに関する情報が得られます。これらの情報は、品質情報として、APSから設計へ送られます。

●製造BOM情報（設計＜＝APS）

設計部門が作るBOMとは別に、製造で独自の情報を付加したBOM情報です。製造可能性などの観点から、設計情報の内容を変更する場合もあります。

●個別製品要求（設計＜＝APS）

個別受注生産において、顧客の個別の要求にもとづいて、設計作業を行う必要がある場合には、顧客の要求が、個別製品要求として、APSから設計に送られます。

●個別製品仕様（設計＝＞APS）

個別受注生産において、顧客から得られた要求にもとづいて、設計が進められた結果、その顧客の要求に対する個別製品仕様が、設計からAPSに対して送られます。生産現場では、この内容にもとづいて生産が行われます。

· 製造との間での情報交換

最後に、APSとビジネスコンポーネントとの情報交換の内容として、製造との関係を整理します。

●生産実績（製造＝＞APS）

製造現場で実際に行った生産の結果、生産した数量等の情報が、生産実績としてAPSへ送られます。生産実績は、生産の都度行う場合と、特定のタイムバケットごとにまとめて行う場合があります。

●完了実績（製造＝＞APS）

生産現場に対する製造指示に対して、それが完了したかどうかに関する情報です。完了実績は、生産完了の都度行う場合と、特定のタイムバケットごとにまとめて行う場合があります。

●稼動実績（製造＝＞APS）

生産実績が、生産した品目の数量等、製品の側からの結果情報であるのに対して、稼動実績は、設備の側の結果情報です。生産が終了した結果、その設備の稼動状況がどのようなものあったかを送信します。稼動実績は、通常、特定の期間でまとめて送られることが多いです。

●検査実績（製造＝＞APS）

検査実績は、生産された製品が、要求される品質を満たすものであるかどうかを示します。検査によって、不合格となったものは、廃棄処分となるか、あるいは再度生産をやり直すかのどちらかとなります。検査実績の送信のタイミングは、生産実績の場合と同じです。

●設備異常（製造＝＞APS）

設備の稼動実績の一形態ではありますが、設備異常は、設備の状態が異常である場合に、リアルタイムでその状況をAPSに送信します。

●品質異常（製造＝＞APS）

これは、検査実績の一形態といえますが、特にルーチン的に検査工程を設けていない場合でも、人間の判断で異常を通知できます。品質異常の情報は、リアルタイムでAPSに送信され、APSはただちに、対応策をとることになります。

●進捗異常（製造＝＞APS）

進捗異常とは、資材の到着遅れや、特定の工程が、完了予定時刻よりも大幅に遅れた場合などを製造現場が監視し、その遅れが全体に影響を及ぼすと判断した場合、ただちにその状況をAPSに送信します。

●製造指示（製造＜＝APS）

生産スケジューリングの結果、各設備や作業者に対する製造指示情報を、APSが製造に対して送信します。製造指示は、タイムバケットごとに送信する場合と、リアルタイムで送信する場合があります。また、いったん発行した製造指示に対する修正や、取消といった情報もあります。

●出荷指示（製造＜＝APS）

製品の出荷を指示する情報です。出荷指示情報は、指定納期を考慮したうえで、受注に対して製品在庫が引当られる場合や、生産実績により完成品が完成品在庫に入庫した情報が得られたことで送信されます。

●出庫指示（製造＜＝APS）

資材在庫、あるいは管理対象となっている仕掛在庫に対して、生産を開始するために出庫を指示するものです。外注工程に対する支給品などに対しても行われます。

●保守指示（製造＜＝APS）

製造に関する作業とは別に、設備や工程の保守のための作業を、APSから製造に対して指示するための情報です。保守に関しては、APSを介さずに、生産現場独自で行う場合もあり、その場合には対象となりません。

●保守要求（製造＝＞APS）

生産現場が、自立的に保守を行う場合でも、全体の生産のスケジュールとの調整が必要です。保守要求は、生産現場からAPSに対し、保守のために特定期間、設備を生産では使わないような要求をだします。

●工程仕様（製造＜＝APS）

工程の新規設置や、新製品に対応した改良、あるいは保守作業などを行う上で、必要となる技術的情報をAPSから製造現場へ送ります。ここでおくられる情報の内容は、APSの中では認識しておらず、設計から送られる技術情報がそのままこの工程仕様として製造に渡されます。

2.3. APSがもつべき基本機能

図１で示したように、APSは、APS自身と周辺の４つのビジネスコンポーネントとの相互作用の中で、その存在が規定されています。前節では、これら４つのコンポーネントとの間での情報交換の内容を整理しましたが、ここでは、APSとして、これら４つのビジネスコンポーネントに対し、どのような機能を提供しているかについて整理します。ここで整理された機能が、APSの外部仕様となります。

· 顧客に対する機能（ユースケース）
顧客に提供する機能を、ユースケースとして以下にまとめます。ここであげるユースケースは例示であり、機能のすべてを網羅するものではありません。また、それぞれは必須のものでもありません。

	識別ID
	ユースケース

	UC-C01
	見積要求に対して、金額、納期、数量などの情報を回答する

	UC-C02
	内示情報を受け付ける

	UC-C03
	注文を受け付け、受領、保留、拒絶情報を回答する

	UC-C04
	仕様未決定の注文を受け付ける

	UC-C05
	注文に対する仕様情報を追加で受け付ける

	UC-C06
	納期問合せに対して、納期回答、あるいは納期確約を行う

	UC-C07
	クレームを受け付け、その内容に対応する

	UC-C08
	製品を出荷する際に、必要に応じて出荷通知を送信する

	UC-C09
	受領通知を受け取る

	UC-C10
	新製品情報や、価格改定情報を、適宜送信する

	UC-C11
	在庫情報の照会に対応する

	UC-C12
	計画情報の照会に対応する

	UC-C13
	生産座席を提示し、予約等の処理を行う

	UC-C14
	必要に応じて、生産座席を変更する


· サプライヤに対する機能（ユースケース）

サプライヤに提供する機能を、ユースケースとして以下にまとめます。ここであげるユースケースは例示であり、機能のすべてを網羅するものではありません。また、それぞれは必須のものでもありません。

	識別ID
	ユースケース

	UC-S01
	内示情報を定期的に送る

	UC-S02
	注文の送信や、変更、取消などの情報を送る

	UC-S03
	注文に対する、受諾や保留、拒否などの回答を受け付ける

	UC-S04
	仕様情報を追加で送る。また、仕様督促に対応する

	UC-S05
	出荷通知を受け取り、受入の準備をする

	UC-S06
	製品を検収したら、受領通知を送る

	UC-S07
	不定期に送られる製品情報を受け取る

	UC-S08
	定期的または不定期に送られる在庫情報を受け取る

	UC-S09
	定期的または不定期に送られる計画情報を受け取る

	UC-S10
	在庫情報を開示する。または照会に対応する

	UC-S11
	計画情報を開示する。または照会に対応する

	UC-S12
	需要情報を開示する。または照会に対応する


· 設計に対する機能（ユースケース）

設計サイドに提供する機能を、ユースケースとして以下にまとめます。ここであげるユースケースは例示であり、機能のすべてを網羅するものではありません。また、それぞれは必須のものでもありません。

	識別ID
	ユースケース

	UC-D01
	不定期に送られる製造方法（変更情報を含む）を受け取る

	UC-D02
	不定期に送られる生産設備情報（変更情報を含む）を受け取る

	UC-D03
	不定期に送られる製造工数（変更情報を含む）を受け取る

	UC-D04
	不定期に送られる設計情報（変更情報を含む）を受け取る

	UC-D05
	品質情報の照会に対応する

	UC-D06
	製造BOM情報の内容の照会に対応する


· 製造に対する機能（ユースケース）

製造に対して提供する機能を、ユースケースとして以下にまとめます。ここであげるユースケースは例示であり、機能のすべてを網羅するものではありません。また、それぞれは必須のものでもありません。

	識別ID
	ユースケース

	UC-M01
	生産実績を受け付ける

	UC-M02
	完了実績を受け付ける

	UC-M03
	稼動実績を受け付ける

	UC-M04
	検査実績を受け付ける

	UC-M05
	設備異常を受け付け、必要な措置をとる

	UC-M06
	品質異常を受け付け、必要な措置をとる

	UC-M07
	進捗異常を受け付け、必要な措置をとる

	UC-M08
	製造指示を送る

	UC-M09
	出荷指示を送る

	UC-M10
	出庫指示を送る

	UC-M11
	保守指示を送る

	UC-M12
	保守要求を受け付け、スケジュールに反映させる

	UC-M13
	工程仕様情報を送る


なお、APSから外部のビジネスコンポーネントへの要求も同時に存在します。APSがその目的を達成するために、APSの内部では解決できないような場合に、外部に対しての要求が出されることになります。

PSLXの仕様では、このような場合に、外部のビジネスコンポーネントと個別にどのようにして連携すべきかについては言及しません。代わりに、第4章で説明するように、外部のビジネスコンポーネントと実際に連携をとるPSLX外部エージェントを定義し、そのエージェントがもつ内部向けのインタフェースのみを定めています。

3. APSの外部インタフェース

本章では、APSがシステム全体として外部に公開するインタフェースの形式を定めます。システムが提供する機能としては、APSがインタフェースを介して外部のビジネスコンポーネントから受けたメッセージに対して、必要に応じて何らかの処理を行い、同期または非同期でメッセージを返すという形態になります。

APSから外部のビジネスコンポーネントへ向けて自ら送信するメッセージについては、4章で説明するAPS外部エージェントによって扱われ、本章では説明しません。同一のメッセージを外部とやりとりする際に、本章で説明するインタフェースによる方法と、APS外部エージェントによる方法の２通りの方法がある場合があります。前者はトリガー（行動を最初に起こす側）が外部であり、後者はAPS自身となります。

3.1. メッセージ交換形式

APSが受け取るメッセージには、大きく分けて、①必要な業務データを送信するメッセージ（情報送信型）、②必要とする業務データを得るためのメッセージ（情報照会型）、そして③必要とする業務処理を実行させるためのメッセージ（処理依頼型）、の３つに分かれます。これらはさらに、さまざまな応用形に展開されていきます。

ここで、メッセージ交換のプロセスは、基本的にまず外部から起動されるものとすると、APSとしてのメッセージへの対応には、図のように、accept（受諾）、reject（拒否）という基本パターンが存在します。



図2　メッセージ応答の基本パターン

また、上記の図において、受領した時点でいったん受領（receipt）メッセージのみを返送して回答を保留しておき、後になって対応するパターンも考えられます。


図3　回答保留に対する対応パターン

3.2. 外部インタフェース一覧

PSLXが規定するインタフェースの名称は、メッセージ交換形式を表す識別子と送信するデータ内容を組み合わせた形で表現されます。以下の表にAPSがもつ外部インタフェースの一覧を示します。ここで、○とある部分が、インタフェースが存在する部分です。△は、存在するが推奨されないことを表します。

表に示すように、PSLXでは、同一名のインタフェースが、それぞれ異なるビジネスコンポーネント向けに存在します。それらの同一名称のインタフェースは、基本的に同じ構造となっていますが、対象とするコンポーネントが異なる場合は別のインタフェースとして実装されることになります。

	インタフェース名
	顧客
	サプライヤ
	設計
	製造

	setPlan
	○
	○
	○
	○

	getPlan
	○
	○
	○
	○

	setSchedule
	○
	○
	○
	○

	getSchedule
	○
	○
	○
	○

	setCalculation
	○
	○
	
	

	getCalculation
	○
	○
	
	

	setProduct
	
	○
	○
	○

	getProduct
	○
	○
	○
	○

	setProcess
	
	○
	○
	○

	getProcess
	○
	○
	○
	○

	setOrder
	○
	
	
	○

	getOrder
	
	○
	○
	○

	setOption
	○
	○
	○
	○

	getOption
	○
	○
	○
	○

	setEstimation
	
	○
	○
	○

	getEstimation
	○
	
	
	

	setComplaint
	○
	
	○
	○

	getComplaint
	
	○
	○
	○

	setProgress
	○
	○
	○
	○

	getProgress
	○
	○
	
	

	setEmergency
	
	○
	○
	○

	getEmergency
	
	△
	△
	△

	setStock
	○
	○
	
	○

	getStock
	○
	○
	
	○

	setLoad
	
	○
	
	○

	getLoad
	○
	
	
	○

	setCapacity
	
	○
	
	○

	getCapacity
	○
	
	
	○

	setLot
	
	
	
	○

	getLot
	
	
	
	○

	setTask
	
	
	
	○

	getTask
	
	
	
	○


以下では、表にある４つのビジネスコンポーネントとして、顧客の要求に対して公開されるインタフェース、サプライヤの要求に対して公開されるインタフェース、設計の要求に対して公開されるインタフェース、そして、製造の要求に対して公開されるインタフェースに分けて説明します。

3.3. 顧客用のインタフェース

顧客ビジネスコンポーネント（アクター）に対して用意された外部インタフェースとしては、以下のようなものがあります。

	名称
	setPlan
	区分
	情報送信型

	往信
	需要予測情報
	復信
	受領確認

	説明
	顧客が持っている需要予測情報を設定する。

	UC
	UC-C02

	備考
	


	名称
	getPlan
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	供給計画

	説明
	APSがもっている生産オーダ計画を提示する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setCalculation
	区分
	情報送信型

	往信
	計算方法情報
	復信
	受領確認

	説明
	パラメータの計算方法をAPSに設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getCalculation
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	計算方法情報

	説明
	パラメータの計算方法をAPSから照会する

	UC
	

	備考
	


	名称
	setSchedule
	区分
	情報送信型

	往信
	スケジュール
	復信
	受領情報

	説明
	顧客のスケジュールをAPSに設定する。

	UC
	UC-C02

	備考
	


	名称
	getSchedule
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	スケジュール

	説明
	APSがもつスケジュールを顧客に提示する。

	UC
	UC-C09, UC-C12, UC-C03

	備考
	


	名称
	getProduct
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	製品情報

	説明
	問い合わせに対して製品データを顧客に提示する。

	UC
	UC-C10

	備考
	


	名称
	getProcess
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	工程情報

	説明
	問い合わせに対して保有する設備などの製造プロセス情報を提供する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setOrder
	区分
	情報送信型

	往信
	オーダ情報
	復信
	受領情報

	説明
	顧客オーダを設定する。顧客オーダは、確定オーダや内示オーダといったオーダの確度を含む。

	UC
	UC-C02, UC-C03, UC-C04, UC-C13, UC-C14

	備考
	


	名称
	getOrder
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	オーダ情報

	説明
	顧客がAPSに対して、オーダの納期や提供可能数量などを問合せる。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setOption
	区分
	情報送信型

	往信
	オプション情報
	復信
	受領情報

	説明
	オーダを構成する仕様をオーダとは別に設定する。オーダよりも仕様決定が遅れる場合に利用される。

	UC
	UC-C05

	備考
	


	名称
	getEstimation
	区分
	情報照会型

	往信
	見積要求
	復信
	見積内容

	説明
	顧客がAPSに対して製品の価格や数量や納期についての見積を依頼する。

	UC
	UC-C01

	備考
	


	名称
	setComplaint
	区分
	情報送信型

	往信
	クレーム情報
	復信
	クレーム回答

	説明
	顧客が受け取った製品やサービスに対するクレームをAPSに対して提示する。

	UC
	UC-C07, UC-C14

	備考
	


	名称
	setProgress
	区分
	情報送信型

	往信
	進捗情報
	復信
	受領情報

	説明
	製品の納入や検収といった作業について、顧客からAPSに対して進捗を報告する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getProgress
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	進捗情報

	説明
	顧客からAPSに対して、関係するオーダや作業などの進捗状況を問い合わせる。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setStock
	区分
	情報送信型

	往信
	在庫情報
	復信
	受領情報

	説明
	顧客が現在保持しているAPSが提供した製品の在庫状況を設定する。VMIなどで利用される。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getStock
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	在庫情報

	説明
	顧客がAPSが持っている現在または将来の在庫量を問い合わせる。

	UC
	UC-C11

	備考
	


	名称
	getLoad
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	負荷情報

	説明
	顧客からAPSに、現在または将来の負荷を問い合わせる。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getCapacity
	区分
	

	往信
	要求内容
	復信
	能力情報

	説明
	顧客がAPSがもつ生産能力を問い合わせる。生産能力は座席予約を行う際の座席に相当する。

	UC
	UC-C03

	備考
	


3.4. サプライヤ用のインタフェース

サプライヤビジネスコンポーネント（アクター）に対して用意された外部インタフェースとしては、以下のようなものがあります。

	名称
	setPlan
	区分
	情報送信型

	往信
	計画情報
	復信
	受領確認

	説明
	サプライヤの供給計画をAPSに設定する。

	UC
	UC-S09

	備考
	


	名称
	getPlan
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	計画情報

	説明
	APSの生産計画をサプライヤに提供する。

	UC
	UC-S01, UC-S11, UC-S12

	備考
	


	名称
	setCalculation
	区分
	情報送信型

	往信
	計算方法情報
	復信
	受領確認

	説明
	パラメータの計算方法をAPSに設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getCalculation
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	計算方法情報

	説明
	パラメータの計算方法をAPSから照会する

	UC
	

	備考
	


	名称
	setSchedule
	区分
	情報送信型

	往信
	スケジュール情報
	復信
	受領情報

	説明
	サプライヤのスケジュールをAPSに設定し連携をとる。出荷スケジュールを送ることで受入の準備を行うなどがある。

	UC
	UC-S05, UC-S09

	備考
	


	名称
	getSchedule
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	スケジュール情報

	説明
	APSのスケジュールの中で関係する部分をサプライヤに提示する。

	UC
	UC-S01, UC-S11

	備考
	


	名称
	setProduct
	区分
	情報送信型

	往信
	製品情報
	復信
	受領情報

	説明
	サプライヤがもつカタログ情報や価格表などの製品情報をAPSに登録する。

	UC
	UC-S07

	備考
	


	名称
	getProduct
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	製品情報

	説明
	サプライヤが必要に応じて生産すべき製品情報をAPSに問い合わせる。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setProcess
	区分
	情報送信型

	往信
	工程情報
	復信
	受領情報

	説明
	サプライヤが自社の設備や得意技術などの生産工程情報をAPSに登録する。

	UC
	UC-S07

	備考
	


	名称
	getProcess
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	工程情報

	説明
	サプライヤが生産を行うためにAPSがもつ生産工程情報を照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setOrder
	区分
	

	往信
	オーダ情報
	復信
	受領情報

	説明
	サプライヤからAPSに対して、納期や生産数量などを確約する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getOrder
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	オーダ情報

	説明
	サプライヤが自社宛のオーダ情報を問い合わせる。オーダには、確定オーダ以外に、内示オーダなどがある。

	UC
	UC-S01, UC-S02, UC-S03

	備考
	


	名称
	getOption
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	オプション情報

	説明
	サプライヤが自社宛のオーダの仕様情報を問い合わせる。仕様が未決定の場合には、仕様決定催促も兼ねることができる。

	UC
	UC-S04

	備考
	


	名称
	setEstimation
	区分
	情報送信型

	往信
	見積情報
	復信
	受領情報

	説明
	サプライヤからAPSに対して納期などの見積情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getComplaint
	区分
	

	往信
	要求内容
	復信
	クレーム情報

	説明
	サプライヤに対するクレーム情報をAPSから受け取る。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setProgress
	区分
	情報送信型

	往信
	工程情報
	復信
	受領情報

	説明
	受け取ったオーダに対して、現状の生産進捗情報をAPSに設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getProgress
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	工程情報

	説明
	サプライヤが納品した製品の納品事実や検収について照会する。。

	UC
	UC-S06

	備考
	


	名称
	setEmergency
	区分
	情報送信型

	往信
	緊急情報
	復信
	受領情報

	説明
	生産を実行する上で、進捗の遅れやトラブルなどの緊急事態が発生したことをAPSに伝える。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getEmergency
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	緊急情報

	説明
	オーダとは別に緊急指示情報を受け取る。このメッセージを受け取ったら、再スケジューリングを行うなど、ただちに必要な処置をとらなければならない。

	UC
	

	備考
	（推奨されない機能）


	名称
	setStock
	区分
	情報送信型

	往信
	在庫情報
	復信
	受領情報

	説明
	関連する品目について、サプライヤが保持している在庫量をAPSに報告する。

	UC
	UC-S08

	備考
	


	名称
	getStock
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	在庫情報

	説明
	サプライヤがAPSが管理している在庫量を照会する。

	UC
	UC-S10

	備考
	


	名称
	setLoad
	区分
	情報送信型

	往信
	負荷情報
	復信
	受領情報

	説明
	サプライヤが自分自身の負荷をAPSに登録する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setCapacity
	区分
	情報送信型

	往信
	能力情報
	復信
	受領情報

	説明
	サプライヤの生産能力をAPSに登録しておく。

	UC
	

	備考
	


3.5. 設計用のインタフェース

設計ビジネスコンポーネント（アクター）に対して用意された外部インタフェースとしては、以下のようなものがあります。

	名称
	setPlan
	区分
	情報送信型

	往信
	計画パラメータ情報
	復信
	受領確認

	説明
	設計に関する特定の計画パラメータをAPSに設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getPlan
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	計画パラメータ情報

	説明
	APSがもっている特定の計画パラメータを照会する。。

	UC
	UC-D05

	備考
	


	名称
	setSchedule
	区分
	情報送信型

	往信
	スケジュール情報
	復信
	受領情報

	説明
	設計の作業スケジュールをAPSに設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getSchedule
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	受領情報

	説明
	APSが作成したスケジュールを照会する。照会したスケジュールの中には、設計作業も含まれている場合がある。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setProduct
	区分
	情報送信型

	往信
	設計情報
	復信
	受領情報

	説明
	設計結果として製品情報をAPSに設定する。製造BOM情報は、ここで設定される。

	UC
	UC-D01, UC-D04

	備考
	作業情報、事象情報はsetProductでもsetProcessでも扱うことができる。


	名称
	getProduct
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	製品情報

	説明
	APSに設定されている製品情報を照会する。

	UC
	UC-D05, UC-D06

	備考
	


	名称
	setProcess
	区分
	情報送信型

	往信
	工程情報
	復信
	受信情報

	説明
	設計結果としての生産プロセス情報を設定する。生産資源情報や生産方法などはここで設定される。

	UC
	UC-D01, UC-D02, UC-D03, UC-D04

	備考
	作業情報、事象情報はsetProductでもsetProcessでも扱うことができる。


	名称
	getProcess
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	工程情報

	説明
	APSがもつ生産プロセス情報を照会する。

	UC
	UC-D05, UC-D06

	備考
	


	名称
	setOrder
	区分
	情報送信型

	往信
	オーダ内容
	復信
	受領情報

	説明
	設計として仕様が確定した内容を通知する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getOrder
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	オーダ情報

	説明
	設計作業の依頼を受け取る。顧客のオーダに対して設計作業が必要な場合には、APSが設計に対して設計依頼を作成する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setOption
	区分
	情報送信型

	往信
	オプション情報
	復信
	受領情報

	説明
	個々のオーダに対して、その要求を満たすようなオプションを設計し、その結果を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getOption
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	オプション情報

	説明
	顧客が自身で指定したオプション仕様の内容を照会する。他の部分の設計を行う場合に必要となる場合がある。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setEstimation
	区分
	情報送信型

	往信
	見積情報
	復信
	受領情報

	説明
	与えられた要求に対して、生産工数や価格などの見積情報を設定する。

	UC
	UC-D05

	備考
	


	名称
	setComplaint
	区分
	情報送信型

	往信
	クレーム情報
	復信
	受領情報

	説明
	設計上どうしても解決できない問題があり、顧客の要求などの根本を変更してもらいたい場合に設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getComplaint
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	クレーム情報

	説明
	APSからクレーム情報を取り出し、必要な対策を講じる。

	UC
	UC-D05

	備考
	


	名称
	setProgress
	区分
	情報送信型

	往信
	進捗情報
	復信
	受領情報

	説明
	APSから指示された設計作業に対して、その進捗状況を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setEmergency
	区分
	情報送信型

	往信
	緊急情報
	復信
	受領情報

	説明
	重大な設計ミスなどの緊急な処理が必要となる状況が発生したことをAPSに知らせる。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getEmergency
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	緊急情報

	説明
	なんらかの緊急事態が発生し、早急の対応が必要であるという情報を得る。

	UC
	

	備考
	（推奨されない機能）


3.6. 製造とのインタフェース

製造ビジネスコンポーネント（アクター）に対して用意された外部インタフェースとしては、以下のようなものがあります。

	名称
	setPlan
	区分
	情報送信型

	往信
	計画パラメータ情報
	復信
	受領確認

	説明
	製造に関する特定の計画パラメータをAPSに設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getPlan
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	計画パラメータ情報

	説明
	APSがもっている特定の計画パラメータを照会する。。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setSchedule
	区分
	情報送信型

	往信
	スケジュール
	復信
	受領情報

	説明
	独自に作成した要望スケジュールまたは確定したスケジュールをAPSに設定する。

	UC
	UC-M12

	備考
	


	名称
	getSchedule
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	スケジュール

	説明
	APSが作成したスケジュールを製造が取り込む。

	UC
	UC-M08, UC-M09, UC-M10, UC-M11

	備考
	


	名称
	setProduct
	区分
	情報送信型

	往信
	製品情報
	復信
	受領情報

	説明
	製造側で必要となった製品情報（製造BOM情報）をAPSに設定する。

	UC
	

	備考
	作業情報や事象情報は、setProductでもsetProcessでも扱うことができる。


	名称
	getProduct
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	製品情報

	説明
	製品情報（製造BOM情報）をAPSから取り込む。

	UC
	

	備考
	作業情報や事象情報は、getProductでもgetProcessでも扱うことができる。


	名称
	setProcess
	区分
	情報送信型

	往信
	工程情報
	復信
	受領情報

	説明
	製造側で独自に必要となった設備や制約条件などの生産プロセスに関する情報をAPSに設定する。

	UC
	

	備考
	作業情報や事象情報は、setProductでもsetProcessでも扱うことができる。


	名称
	getProcess
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	工程情報

	説明
	設備や制約条件などの生産プロセスに関する情報を取り込む。

	UC
	

	備考
	作業情報や事象情報は、getProductでもgetProcessでも扱うことができる。


	名称
	setOrder
	区分
	情報送信型

	往信
	オーダ情報
	復信
	受領情報

	説明
	保守のための作業など、製造の側から必要となる作業を全体計画に反映させるためにAPSに要求する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getOrder
	区分
	

	往信
	要求内容
	復信
	オーダ情報

	説明
	生産指示、出荷指示、出庫指示、そしてその他保守作業の指示など、製造に対するさまざまな生産指示情報をAPSから取り込む。

	UC
	UC-M08, UC-M09, UC-M10, UC-M11

	備考
	


	名称
	getOption
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	オプション情報

	説明
	生産指示の内容として、オプションとなる仕様情報をAPSから取り込む。

	UC
	UC-M13

	備考
	


	名称
	setEstimation
	区分
	情報送信型

	往信
	
	復信
	受領情報

	説明
	生産に必要な時間や可能数量などをAPSに対して設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setComplaint
	区分
	情報送信型

	往信
	クレーム情報
	復信
	受領情報

	説明
	受け取ったオーダに対して、なんらかの不具合がある場合にAPSに対して設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getComplaint
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	クレーム情報

	説明
	顧客その他から発生した不具合情報の中で関係するものを取り出し対応する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setProgress
	区分
	情報送信型

	往信
	進捗情報
	復信
	受領情報

	説明
	生産実績、完了実績、検査実績など、作業に関する進捗状況をAPSに設定する

	UC
	UC-M01, UC-M02, UC-M03, UC-M04

	備考
	完了したらただちに送られる場合と、定期的（毎日夕方など）の場合とがある。


	名称
	setEmergency
	区分
	情報送信型

	往信
	緊急情報
	復信
	受領情報

	説明
	設備故障、品質トラブル、進捗の大幅な遅れなど、予期せぬ非常事態が発生したことをAPSに伝える。

	UC
	UC-M05, UC-M06, UC-M07

	備考
	


	名称
	getEmergency
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	緊急情報

	説明
	非常事態である場合にその内容をAPSから受け取り、必要な対応をとる。

	UC
	

	備考
	（推奨されない機能）


	名称
	setStock
	区分
	情報送信型

	往信
	在庫情報
	復信
	受領情報

	説明
	在庫状況の実測値または予測値を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getStock
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	在庫情報

	説明
	APSが作成した在庫の理論値を照会する

	UC
	

	備考
	


	名称
	setLoad
	区分
	情報送信型

	往信
	負荷情報
	復信
	受領情報

	説明
	設備や作業者など生産資源の負荷の実際または予測値をAPSに設定する。稼動実績などはこれを用いて設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getLoad
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	負荷情報

	説明
	APSが設定した資源の負荷の理論値を照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setCapacity
	区分
	情報送信型

	往信
	能力情報
	復信
	受領情報

	説明
	現在または将来の生産能力を製造側からAPSに対して設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getCapacity
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	能力情報

	説明
	APSが作成した生産能力の理論値を照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setLot
	区分
	情報送信型

	往信
	ロット情報
	復信
	受領情報

	説明
	ロットに関する情報をAPSに設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getLot
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	ロット情報

	説明
	APSが持っているロットに関する情報を照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setTask
	区分
	情報送信型

	往信
	タスク情報
	復信
	受領情報

	説明
	タスクに関する情報をAPSに設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getTask
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	タスク情報

	説明
	APSがもっているタスクに関する情報を照会する。

	UC
	

	備考
	


4. エージェントモデル

本章では、前章で説明した外部に対するインタフェースの個々の機能を実現するために、APSの内部のしくみはどのようになっていなければならないかを説明します。PSLXでは、APSの機能を実現するために、個々に自律的に振舞うことができるエージェントという単位でシステムを構成しています。

ここで、エージェントとは、企業のしくみを、業務の単位や、アプリケーションプログラムの単位で切り出したものということができます。企業内のコンポーネントが、ここでいうエージェントと認識されるためには、細かな情報は隠蔽しながらも、個々に自律的な意思決定を行えることが前提となります。

4.1. APSエージェントの基本構造

PSLXにおいて、APSの実現形態は、さまざまなエージェントからなる集合体です。これらのAPSを構成するエージェントをAPSエージェントと呼びます。APSでは、これらのエージェントが協力して、外部インタフェースとして定義した機能を実現することになります。

APSエージェントは、内部エージェントと外部エージェントの2種類に分類できます。内部エージェントは、APSの機能を自分自身あるいは他のAPSエージェントとの協調によって機能を実現することができるエージェントです。一方、外部エージェントは、機能を実現するために、APSの外部にあるビジネスコンポーネントとの連携を行う必要があるエージェントです。

前の章で説明したAPS全体としてのインタフェースと異なり、各APSエージェントがもつインタフェースは、それぞれのエージェントごとに独自に設定されています。APSが外部に対して提供しているインタフェースが、関係するAPSエージェントのどのインタフェースにどのように引き渡されているかは、個々の実装の形態ごとに異なります。








図4　APSエージェントの概念

APS外部エージェントは、APSにとって外部のビジネスコンポーネントが持つ機能や独自のインタフェースを隠蔽する働きがあります。つまり、APS外部エージェントが、外部のビジネスコンポーネントを代替するものとみなすことができます。

PSLXでは、このAPS外部エージェントがもつべきインタフェースを規定します。APSの内部からは、外部エージェントがもつこのインタフェースを経由して外部の機能を呼び出すことになります。

したがって、ここで規定するAPS外部エージェントのインタフェースに併せて実際の外部のビジネスコンポーネントを設計した場合には、直接APSが外部と連携することになります。また、外部のレガシーなビジネスコンポーネントとAPSを連携させる場合には、別途にAPS外部エージェントの中でマッピングを行うなどの差異を吸収するしくみを取り組むことで、連携が実現します。

APSの内部については、APSエージェントそのものの構成や内部構造などは個々の実装ごとに異なる可能性があります。本仕様書の中では、プランニングエージェント、スケジューリングエージェント、連携管理エージェントの３つについてのみインタフェースを規定しています。

これは、APSエージェントの中で、これら3種類のエージェントが、APSの機能を実現する上で非常に重要なものであるためです。本仕様書であげたこれら以外のエージェントに関するインタフェースについては、今後の仕様拡張によって対応することができます。

4.2. 内部エージェント

APSエージェントの中で、内部エージェントは、APSの内部において責任をもってその内容を実施するエージェントです。PSLX技術仕様書の第一部「製造業のグランドデザイン」においてあげたAPSエージェントの中で、以下に示す10個のエージェントが、内部エージェントに相当します。

これらの内部エージェントの中で、プランニングエージェント、スケジューリングエージェント、そして連携管理エージェントについては、次章でそのインタフェースの詳細を規定しています。

上記の3種類のエージェント以外のものについては、本仕様書の中ではAPSを実現するエージェント構成のひとつの例としてあげています。

なお、ここであげている内部エージェントの中で、輸送管理エージェントと連携管理エージェントは、企業を超えたモノの流れと情報の流れを管理するものです。これらは、正確にいえば内部エージェントではありませんが、外部にある内部エージェントと直接連携をとる可能性を考慮して、便宜的に内部エージェントとして扱っています。

●方針計画エージェント（１）

生産を行う場合に、まず最初にこの方針計画エージェントが生産方針を決定します。ここで生産方針とは、企業経営の立場から、経営資源をいかに配分するかに関する意思決定であり、具体的には、市場の要求を受けて、どの製品ファミリーを、いつどれくらい作るかに関する情報です。方針計画エージェントは、企業の財務状況も考慮に入れながら、経営的な視点に立って生産方針を決定します。

	名称
	説明（カッコ内はコラボレーション番号）

	UC-101
	生産方針を決定する（１）

	UC-102
	製品切替方針を決定する（２３）


●プランニングエージェント（２）

プランニングエージェントは、生産に関するさまざまなプランを作成するエージェントです。ここでプランとは、どの品目を生産するか、どうやって生産するか、いつまでに生産するかといった情報や、生産するための資源の仕様や能力に関する情報を決定したものです。プランニングエージェントは、何らかの指標にもとづき、これらの情報を全体のバランスを考えながら統合的に決定します。

	名称
	説明（カッコ内はコラボレーション番号）

	UC-201
	必要な生産能力を試算する（１）

	UC-202
	生産オーダを設定する（２）

	UC-203
	必要な生産工程を立案する（６）

	UC-204
	製造能力の余力を提示する（９）

	UC-205
	未来の理論在庫量を計算する（１０）

	UC-206
	顧客の予測情報を計画に反映させる（２７）

	UC-207
	外部の計画を考慮した計画を立てる（２８）


●スケジューリングエージェント（３）

スケジューリングエージェントは、プランニングエージェントが設定したプランに従い、実際にそれを行動に移すために必要な資源や資材の消費について細かく考慮しながら、必要なさまざまな作業の調整を時間軸上で行います。スケジューリングエージェントは、スケジュール結果をできるだけ現実に近づけるために、さまざまな生産現場の固有の制約を考慮しながら解を求めます。

	名称
	説明（カッコ内はコラボレーション番号）

	UC-301
	生産オーダの実行可能性を検証する（２）

	UC-302
	スケジューリングにより製造指示を設定する（３）

	UC-303
	仮スケジューリングにより納期を調べる（４）

	UC-304
	製造実績をスケジュールに反映させる（５）

	UC-305
	必要な生産能力を詳細に試算する（７）

	UC-306
	保守計画のスケジューリングする（８）

	UC-307
	確定オーダに対して製造指示を固定する（１５）

	UC-308
	計画オーダのみ再スケジューリングする（１６）

	UC-309
	仕様決定の最遅日を計算する（２１）

	UC-310
	メタ部品を含むスケジューリングを行う（２１）

	UC-311
	製品切替を工程ごとに決定する（２４）

	UC-312
	製品切替時期を計算する（２５）

	UC-313
	外部工程をスケジュールに反映させる（２９）


●原価管理エージェント（８）


原価管理エージェントは、企業が行う個々の生産について、それぞれの製造原価を正しく把握するとともに、キャッシュフローの観点から最適な生産方法を決定するための基本情報を提供します。原単位などの原価計算に必要なマスター情報は、このエージェントが管理し、随時更新されます。

	名称
	説明（カッコ内はコラボレーション番号）

	UC-801
	利益に関する基礎データを提供する（２３）



●輸送管理エージェント（１０）


輸送管理エージェントは、企業間あるいは企業内にける輸送のための計画を作成し、その計画が実際に実行されるための管理をします。複数のサイトをまたがる生産を実行する場合には、この輸送管理エージェントによる生産プロセスと輸送プロセスの同期が重要となります。

	名称
	説明（カッコ内はコラボレーション番号）

	UC-1001
	輸送計画を作成する（１３）


●能力調整エージェント（１１）

能力調整エージェントは、生産方針を実現するために必要な生産能力を確保するための調整を行います。物理的な生産能力は、それぞれの工場ごとに調整可能な範囲は限られており、設備そのものの増強や稼働時間の延長、あるいは外部の生産資源の利用など、さまざまな選択肢の中から最適な方法を決定します。

	名称
	説明（カッコ内はコラボレーション番号）

	UC-1101
	生産能力を調整する（２）

	UC-1102
	生産能力を決定する（７）


●BOM管理エージェント（１５）


BOM管理エージェントは、生産に関するプランニングやスケジューリングのための技術情報を管理します。従来のBOMは部品表の情報が主でしたが、ここでは工程手順情報も合わせ持ち、APSのひとつの特徴である資源負荷と資材所要量の同時計算のための基礎情報を提供します。さまざまな仕様の組み合わせで最終製品が決定されるようなBTO型の製品に対する品目管理も行います。

	名称
	説明（カッコ内はコラボレーション番号）

	UC-1501
	生産可能なサプライヤを調べる（１１）

	UC-1502
	生産に必要な工程情報を提示する（１９）

	UC-1503
	仕様決定項目を提示する（２０）


●仕様決定エージェント（１６）


仕様決定エージェントは、あらかじめ製品の仕様がすべて決定していないような曖昧さを含むオーダを管理し、注文を最初に受けた時点から、最終的に仕様がすべて決定するまでの期間を管理します。仕様決定エージェントは、この間でも部分的に生産に取り掛かれるように確定部分の情報を提供し、同時に未確定部分の仕様決定を催促するための情報も提供します。

	名称
	説明（カッコ内はコラボレーション番号）

	UC-1601
	仕様を部分的に設定する（２９）

	UC-1602
	仕様決定要求を設定する（２０）


●引当管理エージェント（１７）

引当管理エージェントは、顧客オーダと生産オーダ、あるいは生産オーダと個々の製造指示との対応を管理します。これは、いわゆる紐付け（ペギング）管理に相当します。ここでは、製番管理のような単純な紐付けから、MRPのようなロットの分割や合流がある場合の紐付けまで、さまざまなケースや要求に応じた処理を行います。

	名称
	説明（カッコ内はコラボレーション番号）

	UC-1701
	受注オーダを製品在庫に引き当てる（４）

	UC-1702
	受注オーダを生産オーダに引き当てる（４）

	UC-1703
	生産オーダと製造指示を対応づける（１８）

	UC-1704
	生産オーダと製造実績と対応づける（１８）

	UC-1705
	製造実績をオーダに反映させる（１９）

	UC-1706
	確定仕様に従い製造指示を引き当てる（２３）

	UC-1707
	資材在庫を生産オーダに引き当てる（２４）

	UC-1708
	現状の資材でいくつ作れるかを計算する（２４）


●連携管理エージェント（１８）


連携管理エージェントは、企業間や組織間において、生産に関する非定型的な情報をやりとりする場合に、双方向のコミュニケーションをサポートします。一般に組織の壁を越えた情報のやり取りは、用語やデータフォーマットの違いから実用化には多大な工数を必要としますが、このエージェントは、それぞれのローカルな違いを吸収し、常に信頼性の高い情報交換を可能にします。

	名称
	説明（カッコ内はコラボレーション番号）

	UC-1801
	製品在庫を照会する（２６）

	UC-1802
	製品在庫情報を公開する（２６）

	UC-1803
	予測情報を照会する（２７）

	UC-1804
	予測情報を公開する（２７）

	UC-1805
	生産オーダを照会する（２８）

	UC-1806
	生産オーダを公開する（２８）

	UC-1807
	関連する指示情報を照会する（２９）

	UC-1808
	指示情報を特定相手に公開する（２９）


4.3. 外部エージェント

APS外部エージェントがもつべきインタフェースを表に示します。これらのインタフェースによって、それぞれの外部エージェントは、実際に外部とのメッセージ交換をAPSを代表して行います。

表において、○の部分が、その列の外部エージェントが対応する機能のインタフェースが実装されるべきであることを示します。また、×は、該当機能が理論的に存在し得るが、APS全体がもつインタフェースによって代替可能であるものを指しています。

ここで示しているインタフェースは、実際に外部とのやりとりをするもののみをあげていますが、実際にはこれら以外に、外部のビジネスコンポーネントに関係したさまざまな付帯機能を実現するためのインタフェースが定義可能です。
	インタフェース名
	顧客
	サプライヤ
	設計
	製造

	setPlan
	○
	○
	○
	○

	getPlan
	○
	○
	○
	○

	setSchedule
	○
	○
	○
	○

	getSchedule
	○
	○
	○
	○

	setCalculation
	○
	○
	
	

	getCalculation
	○
	○
	
	

	setProduct
	○
	○
	×
	×

	getProduct
	
	○
	○
	○

	setProcess
	○
	○
	×
	×

	getProcess
	
	○
	○
	○

	setOrder
	
	○
	○
	○

	getOrder
	○
	
	
	○

	setEstimation
	×
	
	×
	

	getEstimation
	
	○
	
	○

	setProgress
	○
	○
	
	

	getProgress
	○
	○
	○
	○

	setStock
	×
	×
	
	×

	getStock
	○
	○
	
	○

	setLoad
	×
	
	
	×

	getLoad
	
	○
	
	○

	setCapacity
	×
	
	
	×

	getCapacity
	
	○
	
	○

	setLot
	
	
	
	×

	getLot
	
	
	
	○

	setTask
	
	
	
	×

	getTask
	
	
	
	○


以下では、外部にあるそれぞれのビジネスコンポーネントごとに分けて、エージェントの種類およびそこで規定されているインタフェースを示します。

4.4. 顧客向けエージェント

顧客向けのエージェントの例としては、以下のような受注管理エージェントや在庫調整エージェントなどがあります。それぞれのエージェントの概要とユースケースを示します。

●受注管理エージェント（７）

受注管理エージェントは、営業部門における製品の販売において、販売計画の作成や、実際の顧客オーダの管理などを行います。このエージェントは、顧客と生産現場との間に立って、緊急オーダの処理や、納期回答、さらには個別仕様の段階的な設定に関するフォローを行います。

	名称
	説明（カッコ内はコラボレーション番号）

	UC-701
	販売目標を設定する（２）

	UC-702
	オーダの納期を見積もる（４）

	UC-703
	販売計画を作成する（９）

	UC-704
	需要を予測する（９）

	UC-705
	仕様決定を催促する（２１）


●在庫調整エージェント（１２）


市場の需要の変動を吸収し、できるだけ平準化生産を実現するためには、在庫を効果的に活用する必要があります。在庫調整エージェントは、サプライチェーン上のどの位置でどの時期にどれくらいの在庫を持つべきであるかについての意思決定を行います。

	名称
	説明（カッコ内はコラボレーション番号）

	UC-1201
	適正在庫量を計算する（１０）



また、これらの顧客向けの外部エージェントがもつべきインタフェースとしては、以下のようなものがあります。

	名称
	setPlan
	区分
	情報送信型

	往信
	計画情報
	復信
	受領情報

	説明
	顧客に対してAPSが作成した供給計画を提示する

	UC
	

	備考
	


	名称
	getPlan
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	計画情報

	説明
	顧客がもつ需要計画を照会する

	UC
	

	備考
	


	名称
	setSchedule
	区分
	情報送信型

	往信
	スケジュール情報
	復信
	受領情報

	説明
	顧客に対してAPSが作成したスケジュールを設定する。出荷時に出荷スケジュールを送る場合などにも利用できる。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getSchedule
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	スケジュール情報

	説明
	顧客がもつ生産スケジュールを照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setCalculation
	区分
	情報送信型

	往信
	計算方法情報
	復信
	受領情報

	説明
	パラメータの計算方法に関する情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getCalculation
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	計算方法情報

	説明
	パラメータの計算方法に関する情報を照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setProduct
	区分
	情報送信型

	往信
	製品情報
	復信
	受領情報

	説明
	顧客に対して自社の製品カタログ情報を登録する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setProcess
	区分
	情報送信型

	往信
	工程情報
	復信
	受領情報

	説明
	顧客に対して自社がもつ生産設備やプロセスなどを登録しておく。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getOrder
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	オーダ情報

	説明
	顧客から自社宛のオーダを取り出す。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setProgress
	区分
	情報送信型

	往信
	工程情報
	復信
	受領情報

	説明
	顧客に対して進捗状況などを設定する。製品出荷時に情報を送信する場合などで利用する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getProgress
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	工程情報

	説明
	顧客に対して製品の納入や検収などの作業の結果を問い合わせる。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getStock
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	在庫情報

	説明
	顧客の資材在庫としてある自社製品の在庫量を問い合わせる。

	UC
	

	備考
	


4.5. サプライヤ向けエージェント

サプライヤ向けのエージェントの例としては、以下のような購買計画エージェントやSC管理エージェントなどがあります。それぞれのエージェントの概要とユースケースを示します。

●購買計画エージェント（６）

購買計画エージェントは、生産方針あるいは生産オーダ計画の内容に従い、外部のサプライヤから必要な資材を調達します。また、工程外注のような支給品管理を伴うアウトソーシングも対象となります。このエージェントは、企業をまたがる生産に関して、そのロスを最小にするためのサプライヤ管理を行います。

	名称
	説明（カッコ内はコラボレーション番号）

	UC-601
	長納期品の購買計画を作成する（１２）


●SC管理エージェント（９）


サプライチェーン管理エージェントは、顧客はもちろんのこと、物流や流通関係の企業、そしてサプライヤやパートナなど、サプライチェーン上の関連する企業の情報を管理し、企業にとって常に最適なネットワークであるように維持するための活動を行います。関連企業の評価や、新たな構成メンバーの探索なども重要な仕事です。

	名称
	説明（カッコ内はコラボレーション番号）

	UC-901
	サプライヤの能力を試算する（１）

	UC-902
	サプライヤの能力を確保する（７）

	UC-903
	サプライヤの在庫量を提示する（１０）

	UC-904
	最適なサプライヤを選択する（１１）



これらのサプライヤ向け外部エージェントがもつべきインタフェースとしては、以下のようなものがあります。

	名称
	setPlan
	区分
	情報送信型

	往信
	計画情報
	復信
	受領情報

	説明
	サプライヤに対してAPSが作成した生産計画を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getPlan
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	計画情報

	説明
	サプライヤがもつ供給計画の情報を照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setSchedule
	区分
	情報送信型

	往信
	スケジュール情報
	復信
	受領情報

	説明
	サプライヤに対して、生産スケジュールを設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getSchedule
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	スケジュール情報

	説明
	サプライヤの生産スケジュールを照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setCalculation
	区分
	情報送信型

	往信
	計算方法情報
	復信
	受領情報

	説明
	パラメータの計算方法に関する情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getCalculation
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	計算方法情報

	説明
	パラメータの計算方法に関する情報を照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setProduct
	区分
	情報送信型

	往信
	製品情報
	復信
	受領情報

	説明
	サプライヤに対して生産する製品情報を設定する。製造BOMはsetProduct、setProcessいずれでも送信できる。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getProduct
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	製品情報

	説明
	サプライヤが持っている製品情報を照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setProcess
	区分
	情報送信型

	往信
	工程情報
	復信
	受領情報

	説明
	サプライヤに対して、生産する内容となる生産プロセス情報を設定する。作業情報や事象情報などを送ることができる。製造BOMはsetProduct、setProcessいずれでも送信できる。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getProcess
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	工程情報

	説明
	サプライヤがもつ生産プロセス情報を照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setOrder
	区分
	情報送信型

	往信
	オーダ情報
	復信
	受領情報

	説明
	サプライヤに対してオーダを発行する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getEstimation
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	見積情報

	説明
	サプライヤから納期や数量などの見積情報を得る。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setProgress
	区分
	情報送信型

	往信
	進捗情報
	復信
	受領情報

	説明
	サプライヤに対して受け取った製品の納品状況や検収状況を伝えます。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getProgress
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	進捗情報

	説明
	サプライヤの生産進捗状況の中で関係する情報を照会します。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getStock
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	在庫情報

	説明
	サプライヤが保持する現在または将来の在庫量を照会します。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getLoad
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	負荷情報

	説明
	サプライヤの現在または将来の負荷を照会します。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getCapacity
	区分
	情報送信型

	往信
	要求内容
	復信
	能力情報

	説明
	サプライヤの現在または生産能力を照会します。生産能力は座席予約における生産座席に相当します。

	UC
	

	備考
	


4.6. 設計向けエージェント

設計向けのエージェントの例としては、以下のような製品設計エージェントや工程設計エージェントなどがあります。それぞれのエージェントの概要とユースケースを示します。

●製品設計エージェント（４）

製品設計エージェントは、製品そのものの機能や形状、そして使われ方などに関して詳細な情報を生成します。ここで生成される製品情報は、部品などに構造化されて定義され、この部品構成や仕様のオプションなどは、製造方法を決定する上で重要な情報となります。

	名称
	説明（カッコ内はコラボレーション番号）

	UC-401
	新たな製品仕様を明らかにする（２３）


●工程設計エージェント（５）

工程設計エージェントは、さまざまな製品の設計情報を、具体的なモノに転写するための装置である生産プロセスを設計します。工場そのものを新規に建設したり、生産ラインを増設するのも工程設計エージェントの仕事です。工程設計エージェントは、これらの生産プロセスを設計する際に、個々の製品を生産するためのさまざまなルールや制約も同時に定めます。

	名称
	説明（カッコ内はコラボレーション番号）

	UC-501
	必要な生産設備や輸送設備を提案する（６）

	UC-502
	生産のためのルールや制約を設定する（６）

	UC-503
	新たな工程設計情報をあきらかにする（２３）



これらの設計向け外部エージェントがもつべきインタフェースとしては、以下のようなものがあります。

	名称
	setPlan
	区分
	情報送信型

	往信
	計画パラメータ情報
	復信
	受領情報

	説明
	パラメータに関する情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getPlan
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	計画パラメータ情報

	説明
	パラメータに関する情報を照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setSchedule
	区分
	情報送信型

	往信
	スケジュール情報
	復信
	受領情報

	説明
	設計作業に関する独自に作成したスケジュールをAPSに設定します。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getSchedule
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	スケジュール情報

	説明
	設計作業を含む生産スケジュールを設定します。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getProduct
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	製品情報

	説明
	設計結果である製品モデルを照会します。製造BOM情報はgetProductでもgetProcessでも照会可能です。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getProcess
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	工程情報

	説明
	設計結果である生産プロセス情報を照会します。製造BOM情報はgetProductでもgetProcessでも照会可能です。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setOrder
	区分
	情報送信型

	往信
	オーダ情報
	復信
	受領情報

	説明
	設計に対して、APSが作成した素計画に基づいた設計依頼を送信します。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getProgress
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	工程情報

	説明
	設計作業の進捗状況を照会します。

	UC
	

	備考
	


4.7. 製造向けエージェント

製造向けのエージェントの例としては、以下のような製造実施エージェントや設備保守エージェントなどがあります。それぞれのエージェントの概要とユースケースを示します。

●製造実施エージェント（１３）


製造実施エージェントは、すでに作成した製造指示にしたがって、実際に製造を実施する際のさまざまな管理を行います。MES（製造実施システム）の中核機能は、このエージェントの具体化された一形体ということもできます。製造実施エージェントは、個々の装置や作業者を直接管理し、生産の指示を実績との対応関係を明らかにします。

	名称
	説明（カッコ内はコラボレーション番号）

	UC-1301
	製造指示に従い製造を実施する（５）

	UC-1302
	製造実績を収集し集計する（５）


●設備保守エージェント（１４）


設備保守エージェントは、生産システムが期待する能力を常に提供可能であるように、メンテナンス作業などのさまざまな作業を計画し、その実行を管理します。また、設備保守エージェントは、生産資源の状態を常に監視し、異常が確認されると、その都度対応策を決定し、状況を収拾させます。

	名称
	説明（カッコ内はコラボレーション番号）

	UC-1401
	保守条件の設定（８）

	UC-1402
	設備の状態を監視（８）

	UC-1403
	保守計画を設定（８）



これらの製造向け外部エージェントがもつべきインタフェースとしては、以下のようなものがあります。

	名称
	setPlan
	区分
	情報送信型

	往信
	計画パラメータ情報
	復信
	受領情報

	説明
	パラメータに関する情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getPlan
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	計画パラメータ情報

	説明
	パラメータに関する情報を照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setSchedule
	区分
	情報送信型

	往信
	スケジュール情報
	復信
	受領情報

	説明
	製造スケジュールを設定します。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getSchedule
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	スケジュール情報

	説明
	製造側で独自に作成した生産スケジュールを照会します。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getProduct
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	製品情報

	説明
	製造側で独自に設計した製品情報を照会します。製造BOM情報はgetProductでもgetProcessでも照会可能です。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getProcess
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	工程情報

	説明
	製造側で独自に設計した設備や作業などの生産プロセス情報を照会します。製造BOM情報はgetProductでもgetProcessでも照会可能です。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setOrder
	区分
	情報送信型

	往信
	オーダ情報
	復信
	受領情報

	説明
	製造に対して生産オーダを設定します。オーダの変更はchangeOrder、取消しはcancelOrderで行うこともできます。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getOrder
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	オーダ情報

	説明
	製造からの要求するオーダを受け取ります。メンテナンスのための作業などが対象となります。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getEstimation
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	見積情報

	説明
	製造としての工数や納期や生産可能数などの見積情報を照会します。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getProgress
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	進捗情報

	説明
	製造に対して進捗状況を問い合わせます。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getStock
	区分
	情報送信型

	往信
	要求内容
	復信
	在庫情報

	説明
	製造が把握している在庫情報を照会します。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getLoad
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	負荷情報

	説明
	製造が把握している負荷情報を照会します。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getCapacity
	区分
	情報送信型

	往信
	要求内容
	復信
	能力情報

	説明
	製造が把握している生産能力情報を照会します。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getLot
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	ロット情報

	説明
	生産ロット情報を照会します。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getTask
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	タスク情報

	説明
	資源に対するタスク情報を照会します。

	UC
	

	備考
	


5. インタフェースの詳細

APSにおける各エージェントの定義およびエージェント間のインタフェースは，PSLXの今後の拡張仕様として位置づけられています。本仕様書の中では、以下に示すプランニングエージェント、スケジューリングエージェント、そして連携管理エージェントの３つのエージェントについて、そのインタフェース仕様を規定しています。これは、これらの内部エージェントの役割りがAPS全体の機能にとって非常に重要であり、APSの振る舞いに大きな影響を与えるためです。

5.1. インタフェース一覧

まず、プランニングエージェント、スケジューリングエージェント、そして連携管理エージェントそれぞれがもつインタフェース名の一覧を以下に示します。

	インタフェース名
	プランニング
	ｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞ
	連携管理

	initPlan
	○
	
	

	makePlan
	○
	
	

	initSchedule
	
	○
	

	makeSchedule
	
	○
	

	setCalculation
	○
	
	○

	getCalculation
	○
	
	○

	setPlan
	○
	
	○

	getPlan
	○
	
	○

	setSchedule
	
	○
	○

	getSchedule
	
	○
	○

	setParty
	○
	○
	

	getparty
	○
	○
	

	setProduct
	○
	○
	○

	getProduct
	○
	○
	○

	setProcess
	○
	○
	○

	getProcess
	○
	○
	○

	setOrder
	○
	○
	○

	getOrder
	○
	○
	○

	setEstimation
	
	○
	○

	getEstimation
	
	○
	○

	setProgress
	
	○
	○

	getProgress
	
	○
	○

	setStock
	○
	○
	○

	getStock
	○
	○
	○

	setLoad
	○
	○
	○

	getLoad
	○
	○
	○

	setCapacity
	○
	○
	○

	getCapacity
	○
	○
	○

	setCalendar
	○
	○
	○

	getCalendar
	○
	○
	○

	setLot
	
	○
	

	getLot
	
	○
	

	setTask
	
	○
	

	getTask
	
	○
	


5.2. プランニングエージェント

プランニングエージェントがもつインタフェースには、以下のようなものがあります。

	名称
	initPlan
	区分
	処理依頼型

	往信
	処理内容
	復信
	処理結果

	説明
	計画のための初期化をする

	UC
	

	備考
	


	名称
	makePlan
	区分
	処理依頼型

	往信
	処理内容
	復信
	処理結果

	説明
	計画を作成する

	UC
	UC-201, UC-203, UC-206, UC-207

	備考
	


	名称
	setCalculation
	区分
	情報送信型

	往信
	計算方法情報
	復信
	受領情報

	説明
	集計方法や制約関係を設定する

	UC
	UC-206, UC-207

	備考
	


	名称
	getCalculation
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	計算方法情報

	説明
	集計結果や制約関係を照会する

	UC
	

	備考
	


	名称
	setPlan
	区分
	情報送信型

	往信
	計画値情報
	復信
	受領情報

	説明
	計画を設定する

	UC
	UC-202, UC-206, UC-207

	備考
	


	名称
	getPlan
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	計画値情報

	説明
	計画を照会する

	UC
	UC-201

	備考
	


	名称
	setParty
	区分
	情報送信型

	往信
	企業情報
	復信
	受領情報

	説明
	顧客やサプライや情報を設定する

	UC
	

	備考
	


	名称
	getParty
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	企業情報

	説明
	顧客やサプライや情報を照会する

	UC
	

	備考
	


	名称
	setProduct
	区分
	情報送信型

	往信
	製品情報
	復信
	受領情報

	説明
	製品情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getProduct
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	製品情報

	説明
	製品情報を照会する

	UC
	

	備考
	


	名称
	setProcess
	区分
	情報送信型

	往信
	工程情報
	復信
	受領情報

	説明
	生産プロセス情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getProcess
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	工程情報

	説明
	生産プロセス情報を照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setOrder
	区分
	情報送信型

	往信
	オーダ情報
	復信
	受領情報

	説明
	オーダを設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getOrder
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	オーダ情報

	説明
	オーダを照会する

	UC
	

	備考
	


	名称
	setStock
	区分
	情報送信型

	往信
	在庫情報
	復信
	受領情報

	説明
	在庫を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getStock
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	在庫情報

	説明
	在庫を照会する

	UC
	UC-205

	備考
	


	名称
	setLoad
	区分
	情報送信型

	往信
	負荷情報
	復信
	受領情報

	説明
	負荷を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getLoad
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	負荷情報

	説明
	負荷を照会する

	UC
	

	備考
	


	名称
	setCapacity
	区分
	情報送信型

	往信
	能力情報
	復信
	受領情報

	説明
	生産能力を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getCapacity
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	能力情報

	説明
	生産能力を照会する

	UC
	UC-204

	備考
	


	名称
	setCalendar
	区分
	情報送信型

	往信
	カレンダー情報
	復信
	受領情報

	説明
	カレンダー情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getCapacity
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	カレンダー情報

	説明
	カレンダー情報を照会する

	UC
	

	備考
	


5.3. スケジューリングエージェント

スケジューリングエージェントがもつインタフェースには、以下のようなものがあります。

	名称
	initSchedule
	区分
	処理依頼型

	往信
	処理内容
	復信
	処理結果

	説明
	スケジューリングの初期化をおこなう。

	UC
	

	備考
	


	名称
	makeSchedule
	区分
	処理依頼型

	往信
	処理内容
	復信
	処理結果

	説明
	スケジューリングを実行する。

	UC
	UC-302, UC-308, UC-309, UC-310, UC-311, UC-312

	備考
	


	名称
	setSchedule
	区分
	情報送信型

	往信
	スケジュール情報
	復信
	受領情報

	説明
	スケジュール内容を設定する。

	UC
	UC-313

	備考
	


	名称
	getSchedule
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	スケジュール情報

	説明
	スケジュール内容を照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setParty
	区分
	情報送信型

	往信
	企業情報
	復信
	受領情報

	説明
	顧客やサプライや情報を設定する

	UC
	

	備考
	


	名称
	getParty
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	企業情報

	説明
	顧客やサプライや情報を照会する

	UC
	

	備考
	


	名称
	setProduct
	区分
	情報送信型

	往信
	製品情報
	復信
	受領情報

	説明
	製品情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getProduct
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	製品情報

	説明
	製品情報を照会する

	UC
	

	備考
	


	名称
	setProcess
	区分
	情報送信型

	往信
	工程情報
	復信
	受領情報

	説明
	生産プロセス情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getProcess
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	工程情報

	説明
	生産プロセス情報を照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setOrder
	区分
	情報送信型

	往信
	オーダ情報
	復信
	受領情報

	説明
	オーダを設定する。

	UC
	UC-306, UC-307

	備考
	


	名称
	getOrder
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	オーダ情報

	説明
	オーダを照会する

	UC
	

	備考
	


	名称
	setEstmation
	区分
	情報送信型

	往信
	見積情報
	復信
	受領情報

	説明
	見積情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getEstimation
	区分
	処理依頼、情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	見積情報情報

	説明
	見積を実行しその結果を照会する

	UC
	UC-301, UC-303, UC-305

	備考
	


	名称
	setProgress
	区分
	情報送信型

	往信
	工程情報
	復信
	受領情報

	説明
	作業の進捗情報を設定する。

	UC
	UC-304

	備考
	


	名称
	getProgress
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	工程情報

	説明
	作業の進捗情報を照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setStock
	区分
	情報送信型

	往信
	在庫情報
	復信
	受領情報

	説明
	在庫を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getStock
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	在庫情報

	説明
	在庫を照会する

	UC
	

	備考
	


	名称
	setLoad
	区分
	情報送信型

	往信
	負荷情報
	復信
	受領情報

	説明
	負荷を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getLoad
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	負荷情報

	説明
	負荷を照会する

	UC
	UC-305

	備考
	


	名称
	setCapacity
	区分
	情報送信型

	往信
	能力情報
	復信
	受領情報

	説明
	生産能力を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getCapacity
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	能力情報

	説明
	生産能力を照会する

	UC
	

	備考
	


	名称
	setCalendar
	区分
	情報送信型

	往信
	カレンダー情報
	復信
	受領情報

	説明
	カレンダー情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getCalendar
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	カレンダー情報

	説明
	カレンダー情報を照会する

	UC
	

	備考
	


	名称
	setLot
	区分
	情報送信型

	往信
	ロット情報
	復信
	受領情報

	説明
	生産ロット情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getLot
	区分
	情報照会型

	往信
	ロット情報
	復信
	受領情報

	説明
	生産ロット情報を照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setTask
	区分
	情報送信型

	往信
	要求内容
	復信
	タスク情報

	説明
	資源に対するタスク情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getTask
	区分
	情報照会型

	往信
	タスク情報
	復信
	受領情報

	説明
	資源に対するタスク情報を照会する。

	UC
	

	備考
	


5.4. 連携管理エージェント

連携管理エージェントがもつインタフェースには、以下のようなものがあります。

	名称
	setPlan
	区分
	情報送信型

	往信
	計画値情報
	復信
	受領情報

	説明
	計画情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getPlan
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	計画情報

	説明
	計画情報を照会する。

	UC
	UC-1803, UC-1804

	備考
	


	名称
	setSchedule
	区分
	情報送信型

	往信
	スケジュール情報
	復信
	受領情報

	説明
	生産スケジュール情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getSchedule
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	スケジュール情報

	説明
	生産スケジュール情報を照会する。

	UC
	UC-1807, UC-1808

	備考
	


	名称
	setCalculation
	区分
	情報送信型

	往信
	計算方法情報
	復信
	受領情報

	説明
	集計方法や制約関係を設定する

	UC
	UC-206, UC-207

	備考
	


	名称
	getCalculation
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	計算方法情報

	説明
	集計結果や制約関係を照会する

	UC
	

	備考
	


	名称
	setProduct
	区分
	情報送信型

	往信
	製品情報
	復信
	受領情報

	説明
	製品情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getProduct
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	製品情報

	説明
	製品情報を照会する

	UC
	

	備考
	


	名称
	setProcess
	区分
	情報送信型

	往信
	工程情報
	復信
	受領情報

	説明
	生産プロセス情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getProcess
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	工程情報

	説明
	生産プロセス情報を照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setOrder
	区分
	情報送信型

	往信
	オーダ情報
	復信
	受領情報

	説明
	オーダを設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getOrder
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	オーダ情報

	説明
	オーダを照会する

	UC
	UC-1805, UC-1806

	備考
	


	名称
	setEstimation
	区分
	情報送信型

	往信
	見積情報
	復信
	受領情報

	説明
	見積情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getEstimation
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	見積情報

	説明
	見積情報を照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setProgress
	区分
	情報送信型

	往信
	進捗情報
	復信
	受領情報

	説明
	作業の進捗情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getProgress
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	工程情報

	説明
	作業の進捗情報を照会する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	setStock
	区分
	情報送信型

	往信
	在庫情報
	復信
	受領情報

	説明
	在庫を設定する。

	C
	

	備考
	


	名称
	getStock
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	在庫情報

	説明
	在庫を照会する

	UC
	UC-1801, UC-1802

	備考
	


	名称
	setLoad
	区分
	情報送信型

	往信
	負荷情報
	復信
	受領情報

	説明
	負荷を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getLoad
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	負荷情報

	説明
	負荷を照会する

	UC
	

	備考
	


	名称
	setCapacity
	区分
	情報送信型

	往信
	能力情報
	復信
	受領情報

	説明
	生産能力を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getCapacity
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	能力情報

	説明
	生産能力を照会する

	UC
	

	備考
	


	名称
	setCalendar
	区分
	情報送信型

	往信
	カレンダー情報
	復信
	受領情報


	説明
	カレンダー情報を設定する。

	UC
	

	備考
	


	名称
	getCalendar
	区分
	情報照会型

	往信
	要求内容
	復信
	カレンダー情報

	説明
	カレンダー情報を照会する

	UC
	

	備考
	


付録　インタフェース内のデータ構造

ここでは、APSエージェントの中で、プランニングエージェント、スケジューリングエージェント、そして連携管理エージェントについて、各インタフェースを介して送受信される最低限のデータ内容を示します。データ内容は、PSLXドメインオブジェクトで規定しているオブジェクト名を用いて、その項目のみ示します。一般に、エージェントの種類によって、同一名称のインタフェースであっても内容は異なりますが、以下では、インタフェース名ごとに統一的に扱っています。

	インタフェース名
	initPlan

	オブジェクト名
	説明
	備考

	なし
	
	


	インタフェース名
	makePlan

	オブジェクト名
	説明
	備考

	計画
	対象計画または結果
	


	インタフェース名
	initSchedule

	オブジェクト名
	説明
	備考

	なし
	
	


	インタフェース名
	makeSchedule

	オブジェクト名
	説明
	備考

	作業指示
	スケジュール結果
	


	インタフェース名
	setCalculation

	オブジェクト名
	説明
	備考

	集計方法
	設定する集計方法
	

	制約関係
	設定する制約関係
	


	インタフェース名
	getCalculation

	オブジェクト名
	説明
	備考

	集計方法
	照会された集計方法
	

	制約関係
	照会された制約関係
	


	インタフェース名
	setPlan

	オブジェクト名
	説明
	備考

	計画
	設定する計画
	

	オーダ
	設定するオーダ
	


	インタフェース名
	getPlan

	オブジェクト名
	説明
	備考

	計画
	照会された計画
	

	オーダ
	照会されたオーダ
	


	インタフェース名
	setSchedule

	オブジェクト名
	説明
	備考

	個別事象
	設定する個別事象
	

	作業指示
	設定する作業指示
	


	インタフェース名
	getSchedule

	オブジェクト名
	説明
	備考

	個別事象
	照会された個別事象
	

	作業指示
	照会された作業指示
	


	インタフェース名
	setParty

	オブジェクト名
	説明
	備考

	顧客
	設定する顧客
	

	サプライヤー
	設定するサプライヤー
	


	インタフェース名
	getParty

	オブジェクト名
	説明
	備考

	顧客
	照会された顧客
	

	サプライヤー
	照会されたサプライヤー
	


	インタフェース名
	setProduct

	オブジェクト名
	説明
	備考

	品目
	製品を構成する品目
	

	作業
	品目に関係する作業
	

	特徴
	品目に関係する特徴
	


	インタフェース名
	getProduct

	オブジェクト名
	説明
	備考

	品目
	製品を構成する品目
	

	作業
	品目に関係する作業
	

	特徴
	品目に関係する特徴
	


	インタフェース名
	setProcess

	オブジェクト名
	説明
	備考

	作業
	プロセスを構成する作業
	

	資源
	作業を実行する資源
	

	生成
	作業に関する関係情報
	

	先行関係
	作業に関する先行関係
	


	インタフェース名
	getProcess

	オブジェクト名
	説明
	備考

	作業
	プロセスを構成する作業
	

	資源
	作業を実行する資源
	

	生成
	作業に関する関係情報
	

	先行関係
	作業に関する先行関係
	


	インタフェース名
	setOrder

	オブジェクト名
	説明
	備考

	オーダ
	設定するオーダ
	

	品目 
	オーダに関する品目情報
	

	作業
	オーダに関する作業情報
	


	インタフェース名
	getOrder

	オブジェクト名
	説明
	備考

	オーダ
	照会されたオーダ
	

	品目 
	オーダに関する品目情報
	

	作業
	オーダに関する作業情報
	


	インタフェース名
	setEstimation

	オブジェクト名
	説明
	備考

	オーダ
	見積を設定するオーダ
	


	インタフェース名
	getEstimation

	オブジェクト名
	説明
	備考

	オーダ
	見積を照会されたオーダ
	


	インタフェース名
	setProgress

	オブジェクト名
	説明
	備考

	作業実績
	設定する作業実績
	


	インタフェース名
	getProgress

	オブジェクト名
	説明
	備考

	作業実績
	照会された作業実績
	


	インタフェース名
	setStock

	オブジェクト名
	説明
	備考

	品目
	対象とする品目
	

	在庫
	設定する在庫情報
	


	インタフェース名
	getStock

	オブジェクト名
	説明
	備考

	品目
	対象とする品目
	

	在庫
	照会された在庫情報
	


	インタフェース名
	setLoad

	オブジェクト名
	説明
	備考

	資源
	対象とする資源
	

	負荷
	設定する負荷情報
	


	インタフェース名
	getLoad


	オブジェクト名
	説明
	備考

	資源
	対象とする資源
	

	負荷
	照会された負荷情報
	


	インタフェース名
	setCapacity

	オブジェクト名
	説明
	備考

	品目 or 資源
	対象とする品目または資源
	

	能力
	設定する能力情報
	


	インタフェース名
	getCapacity

	オブジェクト名
	説明
	備考

	品目 or 資源
	対象とする品目または資源
	

	能力
	照会された能力情報
	


	インタフェース名
	setCalendar

	オブジェクト名
	説明
	備考

	資源
	対象とする資源
	

	能力
	能力のパターン情報
	


	インタフェース名
	getCalendar

	オブジェクト名
	説明
	備考

	資源
	対象とする資源
	

	能力
	能力のパターン情報
	


	インタフェース名
	setLot

	オブジェクト名
	説明
	備考

	ロット
	設定するロット
	


	インタフェース名
	getLot

	オブジェクト名
	説明
	備考

	ロット
	照会されたロット
	


	インタフェース名
	setTask

	オブジェクト名
	説明
	備考

	タスク
	設定するタスク
	


	インタフェース名
	getTask

	オブジェクト名
	説明
	備考

	タスク
	照会されたタスク
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